
非公開部分の取消しを求めて提訴へ
昭和47年からの帳簿・裏金管理「内規」

。 「 」も発覚 課長が帳簿に判を押し 組織的
現在でも名古屋市は、裏運用が裏付けられた

金帳簿は個人的に作成して保存していたとの姿勢を
崩していない。

しかし、開示資料を精査したところ、裏金を使用する
際の「内規」を取り決めている事例があった。

例えば「厚生院管理部福祉課特別会計 取り扱い内
規」のタイトルで、「福祉課での業務遂行上、必要な物
品を名古屋市会計で購入することが困難な場合など
に使用する」と書かれている。

しかも管理は福祉係長が行い「特別会計」は福祉課
長の責任とするとあるなど、組織的に裏金を管理して
いたことは明らかである。

その他、Ｊリーグ開幕当初、人気の高かった名古屋
グランパスエイトのチケットを教育委員会が裏金で購入
し、希望者に販売していた事実も判明した。

非公開部分の取り消しを求め提訴を決定
７月１５日のタイアップ例会で、裏金問題が議論にな

ったが、新海弁護士の「これまでの却下決定は法律上
ありえない、却下取り消しは当然のことだ。マイナスが
ゼロに戻っただけ」と厳しい見方に賛同。

「裏金が誰に渡ったのかを非公開にする、ということ
は、市政に対して不当な影響力を与えていた勢力・仕
組みをそのままにする、ということ。徹底的に情報公開
させて具体的な関係が証明されてはじめて、裏金が根
絶できる。」とし、裁判で非公開部分の取消しを求める
ことを確認した。

裁判所は新処分に対処して新しい提訴を
提案、オンブズ１週間以内に対応を回答

７月１５日に行われた情報公開訴訟弁論で、裁判所
は「新たな処分が出ているため、従来の裁判の中で処
分の内容を争うより、一旦訴訟を取り下げ非公開部分

その他について新たに提訴した方がすっきりする」とい
う考えを示した。オンブズマン側は、１週間以内に新た
に提訴するか対応を連絡することになった。

７月１４日のタイアッ今後裏金徹底調査申入れ
プ例会では、平成１９年度調査で発覚した出先機関の
裏金（３９課公所）に限らず、本庁でも３０年以上裏金
作りが行われていたと見るのが自然であり、名古屋市
全部署（１１４８課公所）に対し、再度裏金帳簿・裏金通
帳が保管されていないか調査すべきだ、と申し入れる
ことも検討することになった。

また、名古屋市長に対し「09年4月28日と6月22日づ
けで名古屋市長が裏金問題に関して指示をした内
容、指示を受けての対応がわかる文書」を公開請求し
た。

今後、ホームページに裏金帳簿を順次掲載してい
く。文書の中身も徹底的に精査し市民裏金を二度と許
さないという姿勢を示したい。
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月 日 曜日 時間 行事・裁判・催し 場所

７ １９ 日 12:30 愛知サマーセミナー 税金はどこへ消えた？ 同朋学園（高校）［成徳館４Ｆ］
４０１小講義室

７ ２３ 木 １５：００ 県内情報公開度ランキング発表 愛知県政記者クラブ（予定）

７ ２３ 木 １８：００ タイアップ＋オンブズマン 合同総会 ひょっとこさん（黒川）

７ ３０ 木 １３：２５ 名古屋市裏金情報公開訴訟弁論 名古屋地裁（中止の場合あり）

８ 29-30 土日 13:00 全国市民オンブズマン岡山大会 岡山大学

９ １７ 木 １５：００ 名古屋市自民党14年度政務調査費住民訴訟 名古屋高裁
判決

＊毎週火曜日午後6時半から例会･火曜会を弁護士法人リブレ(大津橋南100m東側､ﾘﾌﾞﾋﾞﾙ6F)で開いています
☆カンパ大募集中！ 郵便振替口座００８７０－９－１０５６８７ 「名古屋市民オンブズマンタイアップグループ」

前市長の公開請求｢却下｣を取消し
名古屋市裏金帳簿と通帳が公開された
－名古屋市民オンブズマンが、名古屋市が平成１９年に行った裏金調査に際し入手
した裏金帳簿・裏金通帳の情報公開を求めたところ、市はこれを｢行政文書では
ない｣と請求却下。オンブズが していたところ－「却下取り消しを求めて提訴」

名古屋市民オンブズマン
タイアップグル－プ機関紙
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７ 月 １ ３ 日 朝 、 市 か ら 突 然 の 電 話
上記取消訴訟弁論予定日７月１５日直前の１３日午

前１０時半頃、オンブズマン事務局に市の情報公開窓
口から「『裏金通帳・帳簿公開請求』の却下処分を取り
消し、開示することになった。開示文書の準備できた

ので取りに来て欲しい」と電話が入った。
事務局内田隆の「裁判はどうなるのか」との質問に

は「私は担当ではないのでわからない」と繰り返すのみ
であった。

訴訟代理人の新海聡弁護士と相談の上、直ちに文
書を取りに行くことにした。

同時刻河村市長が裏金文書公開記者発表
オンブズマンに連絡があった同時刻、河村新名古

屋市長が定例記者会見で「名古屋市民オンブズマン
から公開を求められている裏金帳簿・通帳を公開する
ことに決めた」と発言。当局の事務方は「これまでは裏
金帳簿・通帳は個人的なメモで行政文書ではないとし

てきたが、行政文書に当たると判断した」と説明。
それを受けたマスコミからオンブズマン事務局に「い

つ文書を取りに行くのか」「今回の判断に関してどう思
うか」などと問い合わせの電話が殺到した。

とても対応しきれず市政記者クラブに行き「今から文
書を取りに行く」と告げ、午前１１時半頃事務局内田と
数多くの報道陣が公開窓口に向かった。

監察室「請求文書を公開しただけ。裏金調査結果を見直すつもりはない」と発言
情報公開文書の受け取りに対応した名古屋市総務

局職員部監察室長の杉浦弘昌氏は「今回の文書開示
は、名古屋市民オンブズマンが開示請求をして、市が
従来の請求却下処分を見直し開示と決定したために
行ったもの。市としての裏金調査は平成１９年１２月２７
日発表で終了している。平成９年以前の帳簿等も「不

適正な会計処理に係る外部調査委員会」の各委員に
見て頂き、平成20年2月26日報告書をいただいてい
る。今回資料を開示したからといって、それを受けて特
に裏金再調査をするつもりはない。

現在は新市長から指示があった業者との書類の突
きあわせ作業を行っている」と発言した。

職員歓送迎会や省庁手土産などでも支出先個人名は非公開。H9年以前分は返還せず
公開文書によってはじめて平成９年以前に関する裏

金の具体的な使途や入金が判明した。
裏金総額は平成10年以降分 160,881,045円と平成

９年以前分52,790,311円、合計213,671,356円である。
中には職員の歓送迎会や省庁への手土産など、公

費を用いるのにふさわしくないものが多い、また個人情
報保護の名目での非公開部分も少なくない。

これらを市民に公開して、これまで通り平成９年以前
の裏金を返還対象としない、と言い切れるのか。また、
昭和４７年からある裏金帳簿も公開されたが、裏金を作
る手法はバイトの水増し請求など、３０年以上にわたっ
て全く変わっていない。「過去の分を再調査するつもり
はあるか」と尋ねたが、市側は開示したからといって特
に調査するつもりはないと繰り返すのみであった。
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名古屋市の施設「厚生院」で

作成していた 裏金の取り扱い内規

開示された名古屋市教育委員会スポーツ振興課の平成８年度裏金帳簿
宛先不明の香典、参事の名刺、教育委員幹部職員歓送迎会、「本」、レクバレー歓送迎会、香典、？？氏を励ま

す会、退任花束 ・ ・ と４月分だけで１１万１１０円が全部不適正支出だ。すべてこの調子か？




